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序 一九三〇年代の官・民合わせて創られた民俗慣行
1  農山漁村経済更生運動と更生計画書
2  日常生活・人生儀礼に関わる生活改善指導
3  数量化、組織化、明文化で生活改善指導を実行する方法
4  同時代に交差した経済更生運動と生活改善運動
5  「因習」「弊風」「陋習」とみなす評価、「美風」「美俗」とする評価
6  まとめと今後の課題──官製運動において介在される民俗慣行

戦争へいたる「空気」は、誰がどのように作ったのか？
満州事変の翌年に始まった「農山漁村経済更生運動」は、「生活改善指導」の名の下、緩やかに人びとの
生活に介入し、それまで行われていた民俗慣行は変化していく。
むらの相互扶助システムは、いつのまにか相互監視の役割を果たすようになり、「守らなければならな
い」という雰囲気が人びとを包み込む。
日中戦争開戦へと至る「空気」はどのようにつくられたのか？
茨城県がとりまとめた『経済更生計画書』を読み込み、官製運動が「民」を動かすメカニズムに迫る。

●版元より、書店の皆様へ
官は強制するわけではない、民もそこまで真面目に取り合わない、けれども、その狭間で作り出されしまう
なんとなくの「空気」によって、生活はたしかに変わり、日本は戦争に向かいます。農村や漁村の経済状況を
良くする目的で始まった官製運動が、どのように同調圧力を生み出し、戦時体制を徹底させる「空気」を作り
出したか、それを茨城県の具体的な事例から詳細に描き出す本です。
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